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S
Dedicated 

to all those that 
lost their lives or 
were injured in 
the Piper Alpha 

tragedy

Beaconは通常アラブ語、中国語、オランダ語、英語、フランス語、ドイツ語、ヘブライ語、ヒンズー語、ポルトガル語、とスペイン語の
各言語で入手可能

何が起こったか

どのようにして事故は起こったか? あなたにできること

17年前（1988年7月6日）、北海のパイパーア
ルファ原油掘削プラットフォームで漏れ出した
天然ガス凝縮物が爆発した。 爆発はコミュニ
ケーションセンターの機能を破壊し、さらにファ
イヤ―ボールと大きなオイルプール火災が続
いた。火災で、ガスを他のプラットフォームか
らパイパーアルファに輸送していた大型ガスラ
インが破裂した。 その破損による大量のガス
放出は、さらに大きな爆発と火災を引き起こし、
プラットフォーム全体を巻き込んだ。 1時間以
内に、他のガスラインも破裂し、火災は完全に
制御不能になった。
165人の労働者と2人の救助隊員が犠牲となっ
た。 プラットフォームは完全に破壊された。

パイパーアルファ石油プラットフォーム破壊

パイパーアルファのプラットフォームでは原油を掘削し、
他のプラットフォームからの天然ガスを処理していた。メ
ンテナンス班は、ガス処理ユニットのポンプの修理をし
ていた。修理作業の一環として、ポンプの吐出ラインか
らリリーフ弁を取り外したが、開口部を覆うための通常
のブラインドフランジは取り付けなかった。彼らのシフト
では修理作業が完了しなかったので、シフト長にポンプ
を使用してはならないと伝えた。不幸にも報告は、次の
シフトの作業員には伝えられなかった。
主ポンプが故障した際、作業員は、使用停止状態に
あったポンプを始動させた。リリーフ弁があったはずの
開口部からガス凝縮物が直ちに噴出した。爆発と火災
が発生し、防火壁と制御室を損傷した。火災による熱で、
他のプラットフォームのガス輸送パイプラインが破損し、
火災やその後の被害につながった。
その日の早朝はダイバーが海にいたので、消火ポンプ
は「手動」の位置になっており、緊急時に誰もシステム
を作動させなかった。作業員の居住地からの緊急避難
ルートは、煙と火により塞がれてしまった。

• シフト交代では効果的に情報を伝達すること。
次のシフトに使用停止の機器と停止の理由を伝
達すること。日報ノートは、この仕事のための
非常に効果的なツールである！

• 保全作業や安全の手順を省略してはならない。
すべての作業許可証にきちんと記入し、次のシ
フト作業員に作業の内容を認識させ、その重要
性を理解させること。

• 自分の設備が他の設備に及ぼす危険性とそ
れが自分たちに与える危険性を認識すること。
問題が発生したときに何を停止するかを知って
おくこと。

• 自動消火システムの修理は直ぐに使用可能
になるように急ぐこと。修理やテストのために使
用不能となった場合は、特別な注意を払い、で
きる限り早く復旧すること。

• あらゆる種類の緊急事態や危険場所からの
緊急避難ルートを熟知すること。.

不完全なメンテナンス作業 + 粗略なシフト交代 = 大災害

*化学プロセス事故調査のガイドライン, 1992, CCPS of AIChE
PSIDメンバーは” Phase of Operation—Maintenance     

during Operation”を参照
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